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論文内容の要旨
【緒言】口唇口蓋裂（cleft lip and cleft palate：以下CL/P）患者の顎裂縁に存在する歯（顎裂
隣在歯：上顎側切歯及び犬歯）には、位置的，形態的，数的異常が多く認められるが、その
詳細は明らかではない。二次的顎裂部骨移植術（secondary alveolar bone graft：以下
SABG）後に歯列に対する本格的な歯科矯正治療が始まることから、この時期の顎裂部の上
顎側切歯及び過剰歯、犬歯の異常について明らかにすることは重要である。そこで今回、
SABGを行った片側性顎裂を有する、片側性唇顎裂（unilateral cleft lip and alveolus：以下










































　本研究は、二次的顎裂部骨移植術（secondary alveolar bone graft: SABG）を行った片側
性顎裂を有する片側性唇顎裂（unilateral cleft lip and alveolus: UCLA）患者群及び片側性唇
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